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　皆様にとって保険診療はなくてはならない存在であ
ると同時に，面倒な存在でもあろうかと存じます。保
険の制限の中で検査を行い，保険で使えるもののみで
治療を完結しなければならないわけです。日常臨床に
おいては海外ですでに使用できる薬が使用できないこ
とや，海外の学会で見つけてこれは使いやすそうだと
思った医療機器がいまだ日本では流通していないこと
が多々あります。この現象を「ドラッグラグ」や「デ
バイスラグ」などと呼びますが，以前に比べてその時
間は縮小されているものの，まだまだ物によっては存
在しています。このようにわれわれの保険診療は，多
くの制限の中で行われています。
　さて，保険診療は当然のごとく厚生労働省の管理の
もとで適切に行われているわけですが，具体的内容は
誰が決定しているのでしょうか。最終的には厚生労働
省が決定するわけですが，薬は製薬会社により医薬品
医療機器総合機構を介して申請し，厚生労働省が認可
しております。また，検査や処置，手術に関しては外
科系保険連合（外保連）や内科系保険連合（内保連）
を介して2年に1回申請しています。これにより，2014
年度の保険改訂において腹腔鏡下尿膜管摘除術や腹腔
鏡下褐色細胞腫摘除術が保険適用になり，点数の増加
がなされています。手術の保険点数は基本的にその臓
器の手術の困難性や機材の投入がいかに必要か，およ

び人件費によって決められております。つまり，昔か
らの難しそうな手術は高い点数になり，処置などに関
しては低い点数に決められています。
　確かに保険点数の高いものは，それなりの医療資材
を投入し，手術技術が求められるものが多いわけです
が，患者からしてみると同じ手術でも手術時間や麻酔
時間が長く，出血したために輸血などすればそれだけ
医療費はかかってしまいます。また，膀胱全摘除術後
の尿管皮膚瘻も上手に作成すればチューブレスにな
り，カテーテル交換などは不要ですが，術後の狭窄が
あると患者サイドとしては余計に手間と支出が増えて
しまいます。つまり，現状の医療では高い技術で合併
症がなければ手術後は割安にすませることができます
が，合併症などが多いと余計にコストがかかってしま
うわけです。現状の保健医療においては誰が行っても
保険点数は変わらないため，質の高い手術にそれなり
のご褒美を与えることは不可能です。
　しかしながら，外保連ではこの矛盾を打破すべく，
興味深い調査を開始しようとしています。それは「手
術の質を評価」するというものです。手術の質を評価
することを客観的に行うことは大変難しいことではあ
ろうかと思いますが，資本主義社会で育った小職には
これに非常に期待しております。
 （近藤幸尋）
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